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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　喫煙物品であって、
　　たばこロッドと、
　　前記たばこロッドと軸方向に整列したフィルターと、
　　前記フィルターの少なくとも一部分および前記たばこロッドの少なくとも一部分を囲
んで前記たばこロッドと軸方向に整列した前記フィルターを固定するチッピングラッパー
とを備え、
　　前記フィルターが、
　　　前記たばこロッドに隣接する前記フィルターの上流端にある中空の管状要素と、
　　　前記中空の管状要素の下流にありそれに隣接する濾過材料の第一のセグメントとを
備え、
　　前記チッピングラッパーが、前記中空の管状要素と前記たばこロッドの間の界面に、
またはその上流５ミリメートル以内に配置された虚弱線を含む、喫煙物品。
【請求項２】
　前記中空の管状要素が、前記喫煙物品の長軸方向に直角をなす約１００マイクロメート
ル～約７００マイクロメートル厚さ（ｔ）を有する、請求項１に記載の喫煙物品。
【請求項３】
　前記中空の管状要素の長さが約３ミリメートル～約２０ミリメートルである、請求項１
または請求項２に記載の喫煙物品。
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【請求項４】
　前記中空の管状要素が、前記たばこロッドを囲む前記チッピングラッパーの部分の長さ
よりも大きいまたは等しい長さを有する、請求項１～３のいずれか１項に記載の喫煙物品
。
【請求項５】
　前記虚弱線が複数の穿孔を備える、請求項１～４のいずれか１項に記載の喫煙物品。
【請求項６】
　風味送達機構が前記中空の管状要素の内部表面に提供され、消費者が前記喫煙物品を消
火する時に、風味剤を放出するように構成された、請求項１～５のいずれか１項に記載の
喫煙物品。
【請求項７】
　消火によって、前記風味送達機構で風味剤を放出させる１つ以上のトリガーイベントが
開始されるが、前記１つ以上のトリガーイベントが、摩擦力の適用、水分の追加、ｐＨの
変化、温度上昇、およびその任意の組み合わせから成る群から選択される、請求項６に記
載の喫煙物品。
【請求項８】
　前記中空の管状要素が、複数のらせん状に巻かれた紙レイヤーから形成される、請求項
１～７のいずれか１項に記載の喫煙物品。
【請求項９】
　前記中空の管状要素が濾過材料の環状セグメントから形成される、請求項１～７のいず
れか１項に記載の喫煙物品。
【請求項１０】
　前記中空の管状要素が、前記喫煙物品の長軸方向に直角をなす厚さ（ｔ）、および前記
喫煙物品の前記長軸方向に直角をなす直径（Ｄ）を有し、前記直径（Ｄ）と厚さ（ｔ）の
比が約４０未満である、請求項１～９のいずれか１項に記載の喫煙物品。
【請求項１１】
　前記フィルターがさらに、少なくとも前記中空の管状要素および濾過材料の前記第一の
セグメントを囲むフィルターラッパーを備え、前記フィルターラッパーが前記チッピング
ラッパーと前記中空の管状要素および濾過材料の前記第一のセグメントとの間に配置され
ている、請求項１～１０のいずれか１項に記載の喫煙物品。
【請求項１２】
　前記たばこロッドが、前記たばこロッドの下流端にある捲縮したたばこキャストリーフ
を含む、請求項１～１１のいずれか１項に記載の喫煙物品。
【請求項１３】
　前記フィルターがさらに、濾過材料の前記第一のセグメントの下流にある濾過材料の１
つ以上のセグメントを備える、請求項１～１２のいずれか１項に記載の喫煙物品。
【請求項１４】
　前記中空の管状要素の前記軸方向の剛度が、前記たばこロッドの前記軸方向の剛度より
大きいまたは等しい、請求項１～１３のいずれか１項に記載の喫煙物品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、喫煙物品（例えば、紙巻たばこ）に関連する。フィルター紙巻たばこは一般
的に、紙ラッパーで囲まれたたばこカットフィラーのロッドと、包まれたたばこロッドと
端と端を接して整列され、チッピングペーパーによってたばこロッドに取り付けられた円
筒形フィルターとを備える。従来的なフィルター紙巻たばこでは、フィルターは、多孔性
のプラグラップ内に包まれた酢酸セルローストウのプラグから構成しうる。主流煙の粒子
状およびガス状構成要素を除去するために濾過材料の二つ以上のセグメントを備える複数
構成要素フィルターを持つフィルター紙巻たばこも知られている。
【背景技術】
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【０００２】
　一般的に、消費者はたばこロッド（点火側の端）の燃焼領域がチッピングペーパーの端
に達するまで喫煙物品を喫煙する。これは、たばこの小さな部分（チッピングペーパーが
たばこロッドと重なる部分）が、まだ未燃焼のまま残っており、消火しない限り燃焼が継
続することを意味する。従って、消費者は一般には、フィルターを持って、喫煙物品の点
火側の端を灰皿の底部またはその他の硬質の不燃性の表面に対して押し付けることによっ
て、喫煙物品を消火する。これにより、点火側の端の構造が崩壊し、酸素が燃焼中のたば
こに達するのを防ぎ、燃焼は通常は速やかに停止する。ところが、喫煙物品の消火の過程
で、消費者の指が喫煙物品の点火側の端または灰皿内に残っている燃えかすに接触または
接近することがある。
【０００３】
　従って、喫煙物品を安全で衛生的な方法で消化するためにいくつかの解決策が提案され
てきた。例えば、点火端がこの修正されたセクションに達した時に紙巻たばこが効果的に
自己消火されるように、たばこロッドを取り巻く紙のその下流端でまたは周辺での燃焼特
性を修正することが提案されてきた。ところが、一部の状況では消費者が、点火端がラッ
パーの修正されたセクションに達する前に紙巻たばこを消火したい場合があり、従って紙
巻たばこを手動で消火する必要がある。その上、修正されたセクションが常に迅速かつ信
頼できる方法で点火端を消火するとは限らない。加えて、こうした配置ではなおもルース
な灰が灰皿内に残ることになる。
【０００４】
　提案された別の解決策は、消費者が喫煙物品の喫煙を終了した後で、喫煙物品上をスラ
イドしてたばこロッドの点火端を覆って喫煙物品を消火することができる、管またはスリ
ーブを提供することである。ところが、こうした管は喫煙時の喫煙物品の機能を妨げたり
、望ましくない影響を及ぼしたりしかねない。
【０００５】
　従って、喫煙時に喫煙物品の機能を妨げたり、望ましくない影響を及ぼしたりすること
なく、安全かつ衛生的な方法で喫煙物品を消火するための解決策を提供することが望まし
い。
【発明の概要】
【０００６】
　従って、本発明は、たばこロッドと、たばこロッドと軸方向に整列したフィルターと、
フィルターの少なくとも一部分およびたばこロッドの少なくとも一部分を囲んでたばこロ
ッドと軸方向に整列したフィルターを固定するチッピングラッパーとを備えた喫煙物品を
提供し、ここでフィルターは、たばこロッドに隣接するフィルターの上流端にある中空の
管状要素と、中空の管状要素の下流にありそれに隣接する濾過材料の第一のセグメントと
を備える。当然ながら、中空の管状要素の内部表面、たばこロッドの下流端および濾過の
第一のセグメントの上流端はまとめてフィルター内の内部くぼみの境界を画定する。
【０００７】
　フィルターの上流端で、たばこロッドに隣接して中空の管状要素を提供することで、例
えば、フィルターを保持し、喫煙物品の点火側の端を硬質の不燃性の表面（例えば灰皿）
に押し付けることによって、消費者は喫煙物品を簡単に消火できる。これにより、喫煙物
品の点火側の端と未燃のたばこのすべては、中空の管状要素のくぼみ内に押し込まれる。
たばこロッドを囲むチッピングペーパーの部分および残存する紙巻たばこ用紙のすべても
、中空の管状要素のくぼみ内に押し込まれうる。これにより、灰または点火側の端が消費
者の指に接触する可能性を最小限に抑えることができ、また喫煙物品の消火行為中に生成
されるルースな物質（灰など）の量を減少させることができる。またこれにより、点火側
の端への酸素供給を減少させることができ、それによって喫煙物品が消火される速さが向
上される。
【０００８】
　本明細書で使用する「上流」および「下流」という用語は、主流煙がフィルターを通し
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て喫煙物品の点火する末端から吸い込まれる時の主流煙の方向に対する、フィルターまた
は喫煙物品のエレメント間の相対的位置を記述するために使用される。主流煙は喫煙物品
の長さに対して一般的に平行に、長軸方向に流れる。喫煙物品の横断する方向は長軸方向
と直角をなす。
【０００９】
　本明細書で使用される「内部表面」という用語は、フィルターの内側に面した中空の管
状要素の側を描写するために使用される。
【００１０】
　本明細書で使用される「座屈強度」という用語は、喫煙物品フィルターにかかる、フィ
ルターが崩壊または座屈する軸方向の圧縮荷重を意味する。この荷重は、消費者が喫煙物
品の点火側の端を灰皿の底またはその他の硬質の不燃性の表面に押し付けることによって
、もたらされ得る。
【００１１】
　本明細書で使用される「充填力」という用語は、たばこ材料の任意の重量または質量が
占めるスペースの容積を描写するために使用される。たばこ材料の充填力が大きいほど、
標準的な寸法のたばこロッドを充填するために必要とされる材料の重量が小さくなる。充
填力の値は補正円筒容積（ＣＣＶ）という点で表現されるが、これはオーブン揮発性が１
２．５パーセントである標準水分レベルにおけるたばこ材料の円筒容積（ＣＶ）である。
円筒容積（ＣＶ）は、刻みたばこおよびたばこ円筒容器用の測定ヘッドに適合したＤＤ６
０またはＤＤ６０ＡタイプのＢｏｒｇｗａｌｄｔ密度計を使用して判定されうる。
【００１２】
　中空の管状要素は、喫煙物品の長軸方向と直角をなす約１００マイクロメートル～約７
００マイクロメートルの厚さ（壁厚）（ｔ）を有することが好ましい。中空の管状要素は
、喫煙物品の長軸方向と直角をなす約１５０マイクロメートル～約４００マイクロメート
ルの厚さ（ｔ）を有することがより好ましく、約２００マイクロメートル～約３００マイ
クロメートルの厚さを有することがさらに好ましい。一部の好ましい実施形態において、
中空の管状要素は、喫煙物品の長軸方向と直角をなす約２５０マイクロメートルの厚さ（
ｔ）を有する。
【００１３】
　喫煙物品の長軸方向と直角をなす前述の範囲内の厚さ（ｔ）を有する中空の管状要素を
提供することで、消費者が喫煙物品を消火する時に、例えば、点火側の端を硬質の不燃性
の表面に押し付けることによって、中空の管状要素が崩壊または変形するリスクが低減さ
れる。さらに、これは、消費者が喫煙物品を消火することを選択する前に、たばこロッド
のたばこが、中空の管状要素の上流端に入るのを防ぐのにも役立つ。加えて、この提供は
、消費者が喫煙物品を消火する時に、濾過材料の第一のセグメントが中空の管状要素の下
流端に入るのを防ぐのに役立ちうる。喫煙物品の長軸方向と直角をなす前述の範囲内の厚
さ（ｔ）を有する中空の管状要素を提供することで、中空の管状要素の内部くぼみが、喫
煙物品の点火側の端および未燃のたばこのすべてを受けるのに十分に大きく、それによっ
て灰または点火側の端が消費者の指に接触するようになる可能性を最小限に抑えられうる
。
【００１４】
　中空の管状要素は、好ましくは約５０グラム／平方メートル～約２５０グラム／平方メ
ートル、より好ましくは約８０グラム／平方メートル～約１５０グラム／平方メートルの
秤量を有する材料で形成されることが好ましい。一定の好ましい実施形態において、中空
の管状要素は、約１００の秤量を有する材料で形成される。
【００１５】
　前述の範囲内の秤量を有する中空の管状要素を提供することは、中空の管状要素の座屈
強度を増大させ、これはさらには、消費者が喫煙物品を消火する時に、中空の管状要素が
崩壊または変形するリスクを低減させるのにも役立ちうる。
【００１６】
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　中空の管状要素は、約３ミリメートル～約２０ミリメートルの長さを有することが好ま
しい。中空の管状要素は、約４ミリメートル～約１５ミリメートルの長さを有することが
より好ましく、約５ミリメートル～約１０ミリメートルであることがさらに好ましい。一
部の好ましい実施形態において、中空の管状要素は約６ミリメートルの長さを有する。
【００１７】
　約４ミリメートルより長い長さを有する中空の管状要素を提供することで、中空の管状
要素の内部くぼみが喫煙物品の点火側の端および未燃のたばこのすべてを受けるのに十分
な大きさになるようにするのに役立ち、それによって、灰または点火側の端が消費者の指
に接触するようになる可能性を最小限に抑えられる。
【００１８】
　中空の管状要素は、たばこロッドを囲むチッピングラッパーの部分の長さより長いかま
たは同じ長さを有することが好ましい。これにより、喫煙物品が消火された時に、たばこ
ロッドを囲むチッピングラッパーの部分の下にあるあらゆるルースたばこが中空の管状要
素の内側に収まることができる。
【００１９】
　チッピングラッパーは、中空の管状要素とたばこロッドの間の界面に、またはその上流
５ｍｍ以内に配置された虚弱線を含むことが好ましく、中空の管状要素とたばこロッドの
間の界面に、またはその上流２ｍｍ以内であることがより好ましい。虚弱線は、消費者が
喫煙物品の点火側の端を灰皿の底またはその他の硬質の不燃性の表面に押し付けて消火す
る時に、たばこロッドを囲むチッピングラッパーの部分が座屈またはその他の方法で変形
できるようする。この変形は、消費者が喫煙物品を消火する時に、喫煙物品の点火側の端
および未燃のたばこのすべてが中空の管状要素のくぼみに入るのに役立ちうる。これは、
消火時の任意の座屈が中空の管状要素のすぐ上流の喫煙物品の部分に限局される可能性を
増やしうる。その結果、消費者は喫煙物品を消火するのにわずかな力を使用でき、消火時
にフィルターを変形させる可能性が低くなる。
【００２０】
　上述の通り、虚弱線は、消費者が喫煙物品の点火側の端を灰皿の底またはその他の硬質
の不燃性の表面に押し付けて消火する時に、たばこロッドを囲むチッピングラッパーの部
分が座屈またはその他の方法で変形できるように提供されている。これにより、チッピン
グラッパーが虚弱線に沿って分離されることができ、その場合、チッピングラッパーの一
部はまた、ルースたばこおよび喫煙物品の点火側の端とともに中空の管状要素のくぼみに
押し込まれうる。別の方法として、これにより、たばこロッドを囲むチッピングラッパー
の部分が虚弱線に沿って折り畳まれることができ、この場合、たばこロッドを囲むチッピ
ングラッパーの部分は、フィルターに付着したままとなり、たばこロッドの点火側の端お
よび未燃のたばこのすべてを中空の管状要素内に案内するのに役立ちうるスリーブのため
に残る。
【００２１】
　上述の通り、虚弱線は、中空の管状要素とたばこロッドの間の界面に、またはその上流
５ミリメートル以内に配置されることが好ましい。一部の実施形態において、虚弱線は中
空の管状要素とたばこロッドの間の界面に配置される。一部の代替的な実施形態において
、虚弱線は、中空の管状要素とたばこロッドの間の界面の上流約０．５ミリメートル～約
５ミリメートルに配置され、中空の管状要素とたばこロッドの間の界面の上流約１ミリメ
ートル～約２ミリメートルに配置されることがより好ましい。
【００２２】
　一部の実施形態において、中空の管状要素とたばこロッドの間の界面に、またはその上
流５ミリメートル以内に配置された複数の虚弱線がある。例えば、約２～約５本の虚弱線
がありうる。これにより、たばこロッドを囲むチッピングラッパーの部分の変形に対して
より優れた制御が可能になる。
【００２３】
　虚弱線は、チッピングラッパーがたばこロッドおよびフィルターを包み込む前または包
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み込んだ後に、チッピングラッパーに形成されうる。一部の実施形態において、虚弱線は
、チッピングラッパーがたばこロッドおよびフィルターを包み込む前に、チッピングラッ
パーに形成される。これは製造工程を簡略化しうる。適切なタイプの虚弱線には、エンボ
ス加工された線、デボス加工された、折り目、穿孔線またはその組み合わせが含まれるが
、これらに限定されない。
【００２４】
　本発明による一部の好ましい実施形態において、虚弱線は複数の穿孔を備える。
【００２５】
　穿孔は任意のサイズとしうる。複数の穿孔の直径は、約０．２マイクロメートル～約１
．２マイクロメートルであることが好ましく、約０．３マイクロメートル～約１マイクロ
メートルであることがより好ましく、約０．５マイクロメートル～約０．９マイクロメー
トルであることがさらに好ましい。一部の好ましい実施形態において、穿孔の直径は約０
．８マイクロメートルである。
【００２６】
　複数の穿孔は、実質的に同じサイズでもよく、または実質的に異なるサイズでもよい。
穿孔は実質的に同じサイズであることが好ましい。このことは、喫煙物品が消火される時
に、たばこロッドを囲むチッピングラッパーの部分の均等な変形の促進に役立ちうる。そ
れぞれの穿孔は、円形または楕円形など、適切な任意の形状を持ちうる。
【００２７】
　上述の寸法による複数の穿孔を含む虚弱線を提供することは、たばこロッドを囲むチッ
ピングラッパーの部分が通常の消火条件下で変形するのを虚弱線が可能にするのを確実に
するのに役立つ一方で、消費者が喫煙物品の消火を選択する前に、たばこロッドを囲むチ
ッピングラッパーの部分が変形することを防ぐ。
【００２８】
　本発明の一部の実施形態において、喫煙物品はさらに、消費者が喫煙物品を消火する時
に、風味剤を放出するよう構成された風味送達機構を備える。風味送達機構は喫煙物品の
フィルター部分に、またはその付近に提供されることが好ましい。これにより、喫煙物品
が消火される時に、主流煙または副流煙のうち少なくとも一つが風味付けまたは香り付け
されることができるようになる。例えば、管状要素の内部表面上に提供され、消費者が喫
煙物品を消火する時に風味剤を放出するように構成された風味送達機構は、喫煙物品が消
火された時に副流煙が風味付けまたは香り付けされるようにしてもよい。これにより、消
火された喫煙物品の周りの空気に風味付けまたは香り付けすることができ、また消火の行
為によって生成された望ましくない何らかの臭いに対抗したり、それを覆い隠したりする
ことができる。
【００２９】
　風味剤は、適切な任意の形態が可能であり、例えば風味剤は液体風味剤、粉末風味剤ま
たはその組み合わせとしうる。適切な風味剤には、天然または合成の、メントール、ミン
ト（ハッカおよびオランダハッカなど）、ユーカリ、セージ、チョコレート、甘草、柑橘
類およびその他の果物風味剤、γ八量体、バニリン、エチルバニリン、口臭消臭風味剤、
スパイス風味剤（シナモンなど）、サルチル酸メチル、リナロール、ベルガモット油、ゼ
ラニウム油、レモン油、ジンジャー油、およびたばこ風味剤を含む材料などが含まれるが
、これらに限定されない。その他の適切な風味剤には、酸、アルコール、エステル、アル
デヒド、ケトン、ピラジン、これらの組み合わせまたはブレンド、およびそれに類するも
のから成る群から選択される風味剤化合物が含まれ得る。その他の適切な風味剤には、酸
、アルコール、エステル、アルデヒド、ケトン、ピラジン、これらの組み合わせまたはブ
レンド、およびそれに類するものから成る群から選択される風味剤化合物が含まれ得る。
【００３０】
　風味送達機構は、構造材料が風味剤を放出可能に封入した構造を持ちうる。例えば、一
部の実施形態において、風味送達機構は、複数の領域を画定するマトリクス構造を備え、
風味剤は、消費者が喫煙物品を消火する時に放出されるまで、領域内に閉じ込められる。
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【００３１】
　一部の実施形態において、風味送達機構は中空の管状要素上に提供される。例えば、風
味送達機構は、中空の管状要素の内部表面または外側表面に提供されてもよい。風味送達
機構は、中空の管状要素の内部表面に提供され、消費者が喫煙物品を消火する時に風味剤
を放出するように構成されることが好ましい。これにより、中空の管状要素のくぼみ内に
挿入された材料が風味送達機構と直接接触し、風味の放出をもたらすことを可能にできる
。
【００３２】
　風味送達機構は、中空の管状要素の内部表面に風味剤を備えうる。別の方法として、ま
たは加えて、風味送達機構は、中空の管状要素の内部表面の表面処理工程によって提供さ
れうる。
【００３３】
　上述の通り、喫煙物品は、消費者が喫煙物品を消火する時に風味剤を放出するよう構成
された風味送達機構を含むことが好ましい。例えば、消火は風味送達機構で風味剤を放出
させる１つ以上のトリガーイベントを開始しうる。１つ以上のトリガーイベントは、摩擦
力の適用、水分の追加、ｐＨの変化、温度上昇、およびその任意の組み合わせから成る群
から選択されうる。摩擦力の適用には、中空の管状要素の内部表面への摩擦力の適用、チ
ッピングペーパーの外側表面への摩擦力の適用、または両方が含まれうる。
【００３４】
　一定の好ましい実施形態において、風味送達機構は、たばこロッドがある一定の地点を
越えて燃焼した時に風味剤を放出するよう構成される。この実施形態において、風味送達
機構は、温度上昇に応答して風味剤を放出するよう構成されうる。
【００３５】
　別の方法として、または加えて、風味送達機構は、喫煙物品が消費者によって喫煙物品
の点火側の端を灰皿の底またはその他の硬質の不燃性の表面に押し付けることにより消火
された時に、風味剤を放出するように構成される。この実施形態において、風味送達機構
は、中空の管状要素の内部表面に対する摩擦力の適用に応答して風味剤を放出するよう構
成されうる。
【００３６】
　一部の好ましい実施形態において、中空の管状要素は、紙材料から形成されることが好
ましい。中空の管状要素は、複数の平行に巻かれた紙層または複数のらせん状に巻かれた
紙層など、複数の重なり合った紙層から形成されることがより好ましい。複数の重なった
紙レイヤーから中空の管状要素を形成することで、中空の管状要素の座屈強度の改善に役
立ちうる。これは、ユーザーが喫煙物品を消火する時に、中空の管状要素が座屈またはそ
の他の方法で変形する可能性が低いことを意味する。
【００３７】
　中空の管状要素は少なくとも２層の紙層であることが好ましい。中空の管状要素は１１
層未満の紙層であることが好ましい。これは、中空の管状要素が適切な座屈強度を確実に
有しつつ、喫煙物品に使用される材料の量を最小限に抑えることに役立ちうる。
【００３８】
　複数のらせん状に巻かれた紙層から管セグメントを形成するための模範的方法には、円
筒形のマンドレルの周りを複数の実質的に連続的な紙の細片で重なり合うように包み込む
ことが含まれる。細片は、マンドレル上に実質的に連続的な管を形成するように、らせん
状に包まれる。形成された管は、紙層が連続的に引かれてマンドレルを包み込むように、
例えばゴムベルトを使用して、マンドレルを中心に回転できてもよい。その後、形成され
た管は、マンドレルの下流で要求される長さに切断できる。
【００３９】
　本発明による実施形態において、中空の管状要素は濾過材料の環状セグメントから形成
される。濾過材料は、酢酸セルロースなど、任意の濾過材料としうる。濾過材料の環状セ
グメントは、環状セグメントの上流端から環状セグメントの下流端に延びる中空のコアを
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有する。こうしたセグメントは中空アセテート管と呼ばれることもある。
【００４０】
　環状セグメントの濾過材料は、高い粒子効率であることが好ましい。環状セグメントの
濾過材料は、フィラメント当たり約１．５デニール（ｄｐｆ）～約５　ｄｐｆ、より好ま
しくはフィラメント当たり約１．５デニール（ｄｐｆ）～約３　ｄｐｆの繊維を含むこと
が好ましい。好ましい一つの実施形態において、環状セグメントの濾過材料は約３．３　
ｄｐｆの繊維を含む。
【００４１】
　環状セグメントの濾過材料は、約３００００総デニール（ｔｄ）～約５００００　ｔｄ
、より好ましくは３５０００総デニール（ｔｄ）～約５００００　ｔｄの繊維を含むこと
が好ましい。好ましい一つの実施形態において、環状セグメントの濾過材料は約４４００
０　ｔｄの繊維を含む。
【００４２】
　中空管セグメントは１つ以上の可塑剤を含むことが好ましい。適切な可塑剤には、トリ
アセチン、およびトリエチレングリコールジアセテートが含まれる。可塑剤は、約５～約
１５重量パーセントの量で、より好ましくは約８～約１２重量パーセントの量で環状セグ
メント内に存在することが好ましい。
【００４３】
　前述の粒子効率、繊維デニールおよび可塑剤を有する濾過材料の環状セグメントから形
成される中空の管状要素の提供は、中空の管状要素の座屈強度を改善しうる。
【００４４】
　中空の管状要素は、喫煙物品の長軸方向に直角をなす厚さ（ｔ）および喫煙物品の長軸
方向に直角をなす直径（Ｄ）を有し、ここで直径（Ｄ）と厚さ（ｔ）の比は約８０未満で
あることが好ましい。中空の管状要素の直径（Ｄ）と厚さ（ｔ）の比は約７５未満である
ことが好ましく、約４０未満がより好ましい。これにより、中空の管状要素の座屈強度を
増大でき、これは消費者が喫煙物品を消火する時に、中空の管状要素が座屈、崩壊または
その他の方法で変形するリスクを低減しうる。所定の高さでは、中空の管状要素の座屈強
度は、Ｄ：ｔの比を減少させることによって著しく増大させうることが観察されている。
これにより、消費者による喫煙物品の消火が可能になり、その一方で圧力荷重下で中空の
管状要素が曲がる可能性が著しく低減される。中空の管状要素の直径（Ｄ）と厚さ（ｔ）
の比は約１０を超えることが好ましく、約２０を超えることがより好ましい。これにより
、中空の管状要素の内部くぼみが、喫煙物品の点火側の端および未燃のたばこのすべてを
受けるのに十分な大きさを確保するのに役立ち、灰または点火側の端が消費者の指と接触
するようになる可能性を最小限に抑えることができる。
【００４５】
　本発明による一部の実施形態において、フィルターはさらに、少なくとも中空の管状要
素および濾過材料の第一のセグメントを囲むフィルターラッパーを備え、フィルターラッ
パーは、チッピングラッパーと、中空の管状要素および濾過材料の第一のセグメントとの
間に配置されている。さらにはフィルターラッパーの提供は、中空の管状要素および濾過
材料の第一のセグメントが使用時または消費者が喫煙物品を消火する選択をした時に分離
するのを防ぐのに役立ちうる。これは、中空の管状要素および濾過材料の第一のセグメン
トがフィルターラッパーに付着している場合に、特に関連性がある。
【００４６】
　フィルターラッパーは、中空の管状要素の全長を囲むことが好ましい。フィルターラッ
パーは、濾過材料の第一のセグメントの全長を囲むことが好ましい。
【００４７】
　適切なフィルターラッパー材料の例は、セルロースベースの材料、紙、ボール紙、レコ
ン、セルロースベースのフィルムおよびこれらの組み合わせを含むが、これらに限定され
ない。
【００４８】
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　たばこロッドは、たばこロッドラッパーによって囲まれたたばこ材料を含むことが好ま
しい。
【００４９】
　あらゆる適切なたばこ材料を使用しうる。例えば、たばこ材料は、たばこカットフィラ
ーを備えうる。たばこロッドの下流端でカットフィラーは、１２．５パーセントオーブン
揮発性物質の基準水分値で、少なくとも約３．５立方センチメートル／グラムの充填力を
有することが好ましい。たばこロッドの下流端でカットフィラーは、１２．５パーセント
オーブン揮発性物質の基準水分値で、少なくとも約４立方センチメートル／グラムの充填
力を有することがより好ましい。加えて、または代替的に、たばこロッドの下流端で、カ
ットフィラーは、１２．５パーセントオーブン揮発性物質の基準水分値で、約８立方セン
チメートル／グラム未満の充填力を有する。たばこロッドの下流端でカットフィラーは、
１２．５パーセントオーブン揮発性物質の基準水分値で、約７立方センチメートル／グラ
ム未満の充填力を有することがより好ましい。一部の特定の好ましい実施形態において、
たばこロッドの下流端でカットフィラーは、１２．５パーセントオーブン揮発性物質の基
準水分値で、約３．５立方センチメートル／グラム～約８立方センチメートル／グラムの
充填力を有する。これは、たばこロッドの燃焼属性に大きな影響を与えることなく、たば
こカットフィラーが中空の管状要素のくぼみに入る可能性を減少させうる。
【００５０】
　別の方法として、または加えて、たばこ材料はたばこロッドの下流端で捲縮したたばこ
キャストリーフを備えうる。これは、たばこロッド燃焼属性に大きな影響を与えることな
く、たばこ材料が中空の管状要素のくぼみに入らないようにすることに役立ちうる。
【００５１】
　たばこロッドラッパーは適切な任意の材料を備えうる。たばこロッドラッパーは紙巻た
ばこ用紙から形成されることが好ましい。
【００５２】
　本発明による一部の実施形態において、フィルターはさらに、濾過材料の第一のセグメ
ントの下流にある濾過材料の１つ以上のセグメントを備える。
【００５３】
　濾過材料の第一のセグメントの下流にある濾過材料の１つ以上のセグメントは、濾過材
料の第一のセグメントに隣接しうる。別の方法として、濾過材料の第一のセグメントの下
流にある濾過材料の１つ以上のセグメントは、さらなる構成要素またはくぼみによって濾
過材料の第一のセグメントから分離されてもよい。
【００５４】
　濾過材料の第一のセグメントおよび濾過材料の第一のセグメントの下流にある濾過材料
の１つ以上のセグメントは、適切な任意の濾過材料または濾過材料の組み合わせを含みう
る。濾過材料のタイプは、喫煙中の所望のレベルのＲＴＤ（引き出し抵抗）および変形後
の所望のレベルの硬さおよび楕円率を提供するために選択されてもよい。適切な材料の例
は、酢酸セルロース、セルロース、再生セルロース、ポリ乳酸、ポリビニルアルコール、
ナイロン、ポリヒドロキシブチラート、熱可塑性材料（デンプンなど）、不織布材料、長
手方向に配向された繊維およびランダムに配向された繊維、紙、クレープ、ＰＬＡ繊維、
およびこれらの組み合わせを含むが、これらに限定されない。１つ以上の材料をオープン
セル構造に形成してもよい。濾過材料の第一のセグメントおよび濾過材料の第一のセグメ
ントの下流にある濾過材料の１つ以上のセグメントのすべてまたは一部は、活性炭または
その他の吸収材材料を含みうる。濾過材料の第一のセグメントおよび濾過材料の第一のセ
グメントの下流にある濾過材料の１つ以上のセグメントは、接着剤または可塑剤またはそ
の組み合わせを含みうる。濾過材料の第一のセグメントおよび濾過材料の第一のセグメン
トの下流にある濾過材料の１つ以上のセグメントは、圧縮可能でありうる。濾過材料の第
一のセグメントおよび濾過材料の第一のセグメントの下流にある濾過材料の１つ以上のセ
グメントは、同じ濾過材料を含みうる。別の方法として、濾過材料の第一のセグメントお
よび濾過材料の第一のセグメントの下流にある濾過材料の１つ以上のセグメントは、異な
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下流にある濾過材料の１つ以上のセグメントは、酢酸セルローストウのプラグを含む。
【００５５】
　別の方法として、または加えて、フィルターは、その下流端にある口側の端のくぼみを
含む。口側の端のくぼみは、濾過材料の第一のセグメントに隣接しうる。別の方法として
、存在する場合に、口側の端のくぼみは、濾過材料の第一のセグメントの下流にある濾過
材料の１つ以上のセグメントに隣接しうる。口側の端のくぼみは、らせん状に巻かれた紙
レイヤーのセクションから形成されうる。別の方法として、または加えて、口側の端のく
ぼみは、環状セクションの濾過材料から形成されうる。別の方法として、または加えて、
口側の端のくぼみは、チッピング材料の下流端によって形成されうる。濾過材料の第一の
セグメントは酢酸セルローストウのプラグを備えることが好ましい。
【００５６】
　中空の管状要素の軸方向の剛度は、たばこロッドの軸方向の剛度より大きいまたは等し
いことが好ましい。これにより、消火中にたばこロッドが座屈する前に中空の管状要素が
座屈する可能性を低減させうる。
【００５７】
　ここで、以下の添付図面を参照しながら本発明をさらに説明するが、これは例証として
のみである。
【図面の簡単な説明】
【００５８】
【図１】図１は、本発明の実施形態による喫煙物品を示す。
【発明を実施するための形態】
【００５９】
　図１は、上流端および下流端を持ち、かつその下流端で軸方向に整列したフィルター１
２に取り付けられたたばこロッド１１を含む喫煙物品１０を示す。たばこロッド１１は、
たばこロッドラッパー３２によって囲まれた１回分のカットフィラー３１を含む。フィル
ター１２は、中空の管状要素１３と、中空の管状要素１３に隣接する酢酸セルローストウ
１５の単一のセグメントを備える。中空の管状要素１３は、円筒形の内部くぼみ１４が中
空の管状要素１３の内部表面、酢酸セルローストウ１５の単一のセグメントおよびたばこ
ロッド１１によって画定されるように、たばこロッド１１に隣接する。フィルター１２、
およびたばこロッド１１の一部分はチッピングラッパー１６によって囲まれる。チッピン
グラッパー１６によって囲まれたたばこロッド１１の部分の長さは、中空の管状要素１３
の長さよりも短い。虚弱線はチッピングラッパー１６内に複数の穿孔１７の形態で提供さ
れている。複数の穿孔は、たばこロッド１１の下流端から１ミリメートル上流に位置する
。中空の管状要素１３および酢酸セルローストウ１５の単一のセグメントは、どちらもフ
ィルターラッパー１８によって囲まれ、それはさらにチッピングラッパー１６によって囲
まれている。
【００６０】
　使用時、消費者は、たばこロッド１１の上流端に点火し、酢酸セルローストウ１５の単
一のセグメントの下流端を通して吸う。消費者が喫煙物品１０を消火することを選択する
時に、喫煙物品１０はフィルター１２によって保持され、たばこロッド１１の点火側の端
は灰皿の底またはその他の硬質の不燃性の表面に押し付けられる。これが完了すると、チ
ッピングラッパー１６は曲がるか、または複数の穿孔線１７に沿って分離される。これは
、たばこロッドの点火側の端および未燃のたばこのすべてが、中空の管状要素１３のくぼ
み１４に押し込まれるのに役立つ。これは、酸素がたばこロッド１１の点火側の端に到達
するのを防ぐことによって喫煙物品１０を消火するのに役立つ。
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